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組
合
員
を
増
や
す
「
春
の

拡
大
月
間
」
は
5
月
29
日
正

午
ま
で
に
支
部
全
体
で
2
0

9
人
を
目
標
と
し
て
い
ま
し

た
。
連
日
連
夜
、
各
分
会
で

未
加
入
の
一
人
親
方
や
外

注
、
事
業
所
へ
の
訪
問
、
電

話
掛
け
な
ど
に
取
り
組
ん
だ

こ
と
で
2
1
5
人
の
仲
間
を

迎
え
入
れ
、
春
日
や
高
松
を

は
じ
め
、
19
分
会
が
目
標
達

成
。
6
月
1
日
時
点
の
組
合

員
数
は
5
9
3
3
人
と
年
初

（
5
9
5
1
人
）
よ
り
18
人

減
に
抑
え
ら
れ
、
こ
の
間
の

組
織
後
退
に
歯
止
め
を
か

け
、
2
0
2
6
年
度
組
織
強

化
・
拡
大
の
方
針
「
め
ざ
せ

6
0
0
0
人
回
復
」
の
足
掛

か
り
に
。

「
窮
地
の
仲
間
を
取
り
残

さ
な
い
」
中
東
情
勢
に
振
り

回
さ
れ
た
こ
の
春
は
仕
事
や

暮
ら
し
の
実
態
を
聞
き
取
っ

た
り
、
急
場
し
の
ぎ
の
制
度

を
伝
え
た
り
し
て
い
ま
し

た
。
米
国
の
ト
ラ
ン
プ
大
統

領
は
対
応
が
二
転
三
転
。
イ

ス
ラ
エ
ル
の
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
首

相
は
攻
撃
を
緩
め
ず
。
イ
ラ

ン
は
国
内
の
統
治
機
構
が
乱

れ
に
乱
れ
…
。
事
態
の
収
束

は
見
通
せ
ま
せ
ん
。

日
本
は
�
今
そ
こ
に
あ
る

危
機
�
を
ど
う
乗
り
越
え
る

か
。
政
府
は
実
に�
塩
対
応
�

で
す
。高
市
早
苗
首
相
は「
石

油
は
必
要
な
量
を
確
保
で
き

て
い
る
」
赤
沢
亮
正
経
済
産

業
相
は
「
（
ナ
フ
サ
の
国
内

生
産
量
は
）
1
0
0
％
の
水

準
に
戻
る
だ
ろ
う
」
と
言
い

張
る
だ
け
。
そ
れ
で
も
な
い

も
の
は
な
い
。
資
材
不
足
を

巡
り
、
こ
の
間
具
体
策
を
ほ

と
ん
ど
示
し
て
い
な
い
た

め
、
不
安
の
解
消
に
つ
な
が

ら
ず
、
私
た
ち
は
怒
り
を
覚

え
て
い
ま
す
。

東
京
土
建
も
加
わ
る
「
建

設
ア
ク
シ
ョ
ン
実
行
委
員

会
」
は
5
月
、
国
へ
の
緊
急

要
請
行
動
に
取
り
組
み
、
本

部
の
石
川
信
一
副
委
員
長
は

「
コ
ロ
ナ
禍
で
は
感
染
対
策

を
講
じ
れ
ば
作
業
を
進
め
ら

れ
た
が
、
今
は
資
材
が
な
く

て
で
き
な
い
」
と
力
を
込
め

ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
窮
状
を

訴
え
て
も
、
省
庁
の
担
当
者

は
顔
色
一
つ
変
え
ず
。
同
席

し
た
練
馬
支
部
の
三
⻆
真
弓

副
委
員
長
は
た
ま
ら
ず
マ
イ

ク
を
握
り
締
め
、
あ
ふ
れ
る

涙
を
拭
い
な
が
ら
こ
ん
な
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
ま
し
た
。

「
平
和
で
あ
っ
て
こ
そ
、

私
た
ち
の
仕
事
や
生
活
、
建

設
業
だ
け
で
な
く
全
産
業

が
、
そ
し
て
地
球
も
成
り
立

ち
ま
す
」
「
国
民
の
安
全
・

安
心
を
守
る
建
設
従
事
者

と
、
世
界
に
誇
る
日
本
の
技

術
を
次
世
代
へ
つ
な
ぎ
ま
し

ょ
う
」

国
会
は
高
市
首
相
陣
営
に

よ
る
中
傷
動
画
疑
惑
が
熱
を

帯
び
て
き
た
ほ
か
、
6
月
12

日
に
サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯
が
開
幕

し
ま
す
。
私
た
ち
の
窮
状
が

世
間
の
目
か
ら
遠
ざ
か
る
か

も
。
声
を
上
げ
続
け
ま
し
ょ

う
。

◇

◇

◇

私
た
ち
は
ほ
か
に
な
す
す

べ
が
な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
今
こ
そ
第
三
次
担
い

手
3
法
の
出
番
。
こ
の
う
ち

改
正
建
設
業
法
は
契
約
締
結

後
に
物
価
や
賃
金
の
水
準
が

変
動
し
、
そ
れ
が
一
定
程
度

を
超
え
た
ら
工
期
や
請
負
代

金
を
協
議
、
変
更
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

小
紙
26
年
5
月
号
で

紹
介
し
た
合
意
書
や

「
お
そ
れ
通
知
」
の
書

式
例
（
全
国
建
設
労
働

組
合
総
連
合
よ
り
・
匠

総
合
法
律
事
務
所
監

修
）
を
再
掲
。
契
約
書

に
は
「
急
激
な
資
材
高

騰
や
調
達
不
能
に
よ
る

工
期
や
請
負
代
金
の
変

更
は
、
両
者
誠
意
を
持

っ
て
協
議
す
る
」
と
文

言
を
入
れ
て
お
き
ま
し

ょ
う
。
ま
た
施
主
や
上

位
企
業
に
説
明
を
求
め
ら
れ

た
ら
、
メ
ー
カ
ー
の
出
荷
制

限
や
値
上
げ
通
知
な
ど
の
客

観
的
資
料
を
集
め
、
不
可
抗

力
で
あ
る
こ
と
を
示
す
の
も

忘
れ
ず
に
。

組
合
費
引
き
上
げ
の
背

景
に
は
近
年
の
物
価
高
に

加
え
、
全
分
会
が
取
り
組

ん
で
き
た
組
織
拡
大
運
動

（
1
％
実
増
）
も
。
8
年

続
け
て
組
合
員
数
を
減
ら

し
て
い
る
こ
と
で
練
馬
支

部
の
財
政
を
圧
迫
し
て
い

ま
す
。

こ
の
間
、
各
分
会
か
ら

意
見
や
要
望
が
出
さ
れ
、

支
出
削
減
策
と
並
行
し
て

75
歳
以
上
組
合
員
へ
の
配

慮
、
分
会
再
編
を
見
据
え

た
組
合
活
動
の
進
め
方
な

ど
の
多
岐
に
わ
た
っ
て
検

討
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

今
の
制
度
を
維
持
し
て
い

く
た
め
に
組
合
費
の
引
き

上
げ
は
避
け
ら
れ
な
い
と

の
結
論
に
達
し
、
4
月
の

定
期
大
会
で
議
題
に
挙

げ
、
承
認
を
得
ま
し
た
。

組
合
費
は
、
7
月
に
納

入
す
る
8
月
分
か
ら
74
歳

以
下
は
一
人
当
た
り
6
0

0
円
増
、
75
歳
以
上
は
3

0
0
円
増
で
す
。
な
お
、

練
馬
支
部
事
務
所
か
ら
仲

間
の
皆
さ
ん
に
通
知
を
出

し
ま
せ
ん
。
分
会
、
群
で

周
知
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
注
意
】
小
紙
5
月
号
に

掲
載
し
た
表
「
改
定
後
の

組
合
費
」
は
、
加
入
時
の

年
齢
に
よ
る
月
額
で
し

た
。
例
え
ば
現
在
75
歳
で

も
、
組
合
加
入
時
が
30
歳

な
ら
共
済
型
や
ど
け
ん
生

命
共
済
は
引
き
継
が
れ
、

そ
の
分
納
入
金
に
含
ま
れ

ま
す
。
「
東
京
土
建
に
入

っ
た
年
齢
」
に
よ
り
金
額

が
異
な
る
こ
と
を
ご
承
知

お
き
く
だ
さ
い
。

「
私
た
ち

が
市
長
を
育

て
る
」
一
人

の
長
崎
市
民

は
得
意
げ
に

語
っ
た
。
毎

年
8
月
9
日

の
平
和
祈
念
式
典
で
市
長
が

読
み
上
げ
る「
平
和
宣
言
」は

被
爆
者
や
有
識
者
ら
に
よ
る

起
草
委
員
会
で
検
討
を
重
ね

る
。
就
任
4
年
目
の
鈴
木
史

朗
市
長
の
宣
言
を
さ
か
の
ぼ

れ
ば
、
市
民
の�
指
導
ぶ
り
�

は
一
目
瞭
然
▼「『
武
力
に
は

武
力
を
』
の
争
い
を
今
す
ぐ

や
め
て
く
だ
さ
い
」
昨
年
の

宣
言
は
、文
面
は
も
ち
ろ
ん
、

鬼
気
迫
る
ス
ピ
ー
チ
も
話
題

に
。
市
民
と
の
協
働
に
よ
り

鈴
木
市
長
は
現
在
、
過
去
、

未
来
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
血

肉
化
さ
せ
、
言
葉
に
�
魂
�

た
ま
も
の

が
宿
っ
た
。
教
育
の
賜
物
だ

▼
「
区
民
の
声
を
公
平
公
正

に
聞
け
る
よ
う
な
区
政
を
目

指
す
」と
訴
え
た
こ
の
人
は
、

区
民
の
�
指
導
�
を
待
ち
望

ん
で
い
る
か
も
し
れ
ぬ
。
吉

田
健
一
練
馬
区
長
は
6
月
8

日
、
区
議
会
で
初
め
て
所
信

表
明
を
行
っ
た
。傍
聴
券（
68

席
）
を
求
め
て
1
5
0
人
以

上
が
列
を
な
し
、
議
会
事
務

局
の
担
当
者
は
大
わ
ら
わ
。

関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
た

▼
「
政
治
家
は
選
挙
で
鍛
え

ら
れ
る
」
記
者
時
代
、
先
輩

か
ら
聞
か
さ
れ
た
�
セ
オ
リ

ー
�
。
で
は
、
市
区
町
村
長

ら
は
「
議
会
と
の
や
り
取
り

で
力
を
付
け
る
」結
局
、�
生

み
、
育
て
る
�
の
は
私
た
ち

一
人
ひ
と
り
だ
。
（
今
）

春
の
月
間
目
標
達
成
窮
状
打
開
に
本
腰
を

資材不足深刻
組
織
後
退
に
歯
止
め

①合意書
請負契約締結時
ナフサショック

�
塩
対
応
�に
怒
り

②合意書
契約済み顧客向け
ナフサショック

私たちの声を聞いてくれ

今
こ
そ
担
い
手
3
法

春の拡大月間中に取り組んだ「仲間の状況・つながりアンケート」の一部回答

③「おそれ通知」
の書式例

組
合
費
改
定
の
お
願
い

来月の納入に注意来月の納入に注意
６００円増（７５歳以上３００円増）
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東
京
労
働
局
は
こ
の
ほ

ど
、
大
手
建
設
業
者
22
社
と

の
連
絡
会
議
を
開
き
、
熱
中

症
予
防
対
策
の
徹
底
を
要

請
。
今
夏
の
気
温
は
「
平
年

よ
り
高
く
、
猛
暑
が
見
込
ま

れ
る
」
（
気
象
庁
）
こ
と
か

ら
、
「
発
症
者
数
が
急
増
す

る
7
月
を
待
た
ず
に
、
そ
れ

ぞ
れ
の
現
場
で
対
策
を
進
め

て
ほ
し
い
」
と
呼
び
掛
け
ま

し
た
。

同
労
働
局
管
内
の
熱
中
症

に
よ
る
休
業
4
日
以
上
の
死

傷
者
数
は
2
0
2
5
年
が
1

6
9
人
。
前
年（
1
0
6
人
）

と
比
べ
63
人
増
え
、
過
去
最

多
で
し
た
。
業
種
別
で
は
建

設
業
が
ワ
ー
ス
ト
1
位
（
39

人
）
。
私
た
ち
は
「
熱
中
症

の
リ
ス
ク
が
高
い
」
と
気
を

引
き
締
め
な
け
れ
ば
。

練
馬
区
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
熱
中
症
対
策
動
画
や
区
内

の
ク
ー
リ
ン
グ
ス
ポ
ッ
ト
な

ど
を
公
開
。
ま
た
東
京
土
建

は
組
合
員
向
け
に
ミ
ド
リ
安

全
の
空
調
服
を
あ
っ
せ
ん
し

て
い
ま
す
（
詳
細
は
群
で
配

ら
れ
た
チ
ラ
シ
や
練
馬
支
部

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）
。
熱
中

症
は
屋
外
だ
け
で
な
く
、
室

内
で
も
注
意
が
必
要
。
体
調

に
は
十
分
気
を
付
け
て
、
回

り
で
も
声
を
掛
け
合
い
ま
し

ょ
う
。

小
紙
は
25
年
9
月
号
に

「
秋
バ
テ
」
の
対
処
法
を
取

り
上
げ
ま
し
た
。
�
秋
�
に

限
ら
ず
、
�
夏
�
も
乗
り
切

ひ

け
つ

る
秘
訣
は
や
は
り
「
規
則
正

し
い
生
活
」
同
号
を
一
部
加

筆
し
た
上
で
再
掲
し
ま
す
。

「
起
床
後
、
太
陽
の
光
を

浴
び
る
こ
と
で
生
活
リ
ズ
ム

が
整
い
ま
す
。
食
事
は
1
日

3
回
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
取
る

の
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ

ん
が
、
加
え
て
（
東
京
土
建

国
民
健
康
保
険
組
合
の
保
健

師
は
）
『
水
分
と
塩
分
の
補

給
も
忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
。

喉
が
渇
く
前
に
こ
ま
め
に
飲

ん
だ
り
、
大
量
に
汗
を
か
い

た
ら
塩
分
を
取
っ
た
り
す
る

こ
と
』
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
て

い
ま
す
。

帰
宅
後
の
入
浴
は
心
身
を

癒
や
し
て
く
れ
る
ほ
か
、『
暑

さ
に
負
け
な
い
体
づ
く
り
』

に
も
有
効
。
『
湯
船
に
つ
か

る
こ
と
で
体
が
暑
さ
に
慣
れ

る
』と
太
鼓
判
を
押
し
ま
す
。

1
日
の
締
め
く
く
り
も
早
め

が
肝
心
。
『
睡
眠
は
7
時
間

程
度
が
望
ま
し
い
』
と
話
し

て
い
ま
し
た
。
バ
テ
な
い
た

め
に
は
日
頃
の
鍛
錬
と
言
え

ま
す
」

■厚生年金（社会保険）算定基礎届個別相談会
厚生年金（社会保険）適用事業所は毎年、厚生年金の保険料を決めるため「算定

基礎届（報酬や給料額）」を年金事務所に提出しなければなりません。日本年金機
構は6月中旬、各社宛てに必要書類を送付。それに基づいて届け書の作成をサポー
トします。

【日時】６月２５日（木）、２９日（月）、７月２日（木）、３日（金）、６日（月）、
７日（火）、９日（木）、１３日（月）、１４日（火）、１５日（水）、１６日（木）、い
ずれも受付は午前１０時、１１時、午後１時３０分、２時３０分（３時終了）
【場所】練馬支部会館
※対象の事業所には「個別相談会のお知らせ」と題した案内状が届いています。注
意事項を確認し、指定された日時にお越しください。

■源泉所得税・特例納付（上期）の集計サポート
毎月の給与支払者が10人未満で「特例納付の承認」を受けている

事業者（法人・個人問わず）は、1～6月分源泉徴収税額の納付期
限（7月10日）が迫っています。開業したばかりで一連の手続きを
どう進めたら…などと不安を抱える人をサポート。相談の機会を
設けます。

【日時】６月２９日（月）、７月２日（木）、９日（木）、いず
れも受付は午前１０時、午後１時３０分、３時３０分
【場所】練馬支部会館
※右のコードを読み取れば、予約システムにつながります。氏名や連絡先、希望日
を入力し、送信してください。また群配布のチラシにも「予約票」を載せていま
す。

■東京土建国保 保険料区分の見直し…「法人Ｂ種」の要件緩和
8月以降、前年（2025年）の総所得が「200万円超400万円以下」の法人事業所の代

表者は保険料区分をＡ種から「Ｂ種」に下げられ、毎月の保険料を抑えられます。
必要書類は就業実態変更届（支部事務所で配布）に加え、2026（令和8）年度の

住民税（非）課税証明書（原本またはコピー）、住民税納税通知書（コピー）のい
ずれか1通。8月24日（月）までに、支部事務所に提出すれば保険料は8月分から
変わります。それ以降は毎月24日までに東京土建国保組合に届け出ることで、届出
月から変更に。

■平日健診のおすすめ
東京土建国保加入者は集団健診のほか、健診契約機関（『土建国保

ガイド』やホームページ（コード）に掲載）でも年1回、健康診断を
受けられます。受診希望の医療機関に直接連絡し、予約を取ってくだ
さい。当日は資格確認書（または資格情報のお知らせ）の下に付いて
いる受診券を忘れずに。
かかりつけ医で健診を受けている人は、その検査項目が必要最小

限かもしれません。東京土建健診は建設労働者の職業病（じん肺、アスベスト疾患
など）にも対応、充実しています。また今年度に40歳、45歳、50歳、55歳、60歳、65
歳、70歳の加入者は節目健診（人間ドック）の対象です。健康状態をきめ細かくチ
ェックできるため、ぜひ受けましょう。何事も健康でなければ。

改
正
建
設
業
法
を
含
む

第
三
次
担
い
手
3
法
の
解

説
（
2
0
2
5
年
12
月
）

に
続
い
て
、
新
た
な
動
画

（
写
真
）
を
練
馬
支
部
の

公
式
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ

（
コ
ー
ド
）
に
投
稿
し
ま

し
た
。

同
法
の
趣
旨
が
建
設
業

界
を
持
続
可
能
と
す
る
た

め
の
人
材
確
保
を
目
指
し

て
い
る
こ
と
を
周
知
し
つ

つ
、
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
（
建
設
キ

ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ

ム
）
レ
ベ
ル
別
年
収
も
紹

介
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

死
傷
者
数
ワ
ー
ス
ト
1
の
建
設
業

練馬支部賃対部制作動画第2弾練馬支部賃対部制作動画第2弾

担い手3法の
意義を周知

熱中症
対 策

最
大
の
防
御
策�
規
則
正
し
い
生
活
�

熱中症への注意を呼び掛ける練馬区のホームページ

仁義なき戦い 待ったなし�仁義なき戦い�待ったなし

ビジネスピックアップビジネスピックアップ
※いずれも詳細は練馬支部事務所へ※いずれも詳細は練馬支部事務所へ
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現
行
水
準
確
保

な
の
に
…

�
現
行
水
準
確
保
�

な
の
に
…

公
助
軽
視
？

自
助
を
強
い
る
国

公
助
軽
視
？

自
助
を
強
い
る
国

1
枚
1
枚
に

思
い
を
込
め
よ
う

1
枚
1
枚
に

思
い
を
込
め
よ
う

東
京
土
建
国
民
健
康
保
険

組
合
の
運
営
は
一
人
ひ
と
り

の
保
険
料
に
加
え
、
国
や
東

京
都
の
補
助
金
も
充
て
ら
れ

て
い
ま
す
。
「
建
設
国
保
は

命
の
綱
。
こ
れ
か
ら
も
補
助

金
を
確
保
し
て
く
だ
さ
い
」

と
求
め
な
け
れ
ば
、
国
や
都

は
容
赦
な
く
縮
小
、
撤
廃
す

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

練
馬
支
部
は
2
0
2
6
年

3
月
の
本
部
定
期
大
会
で

「
（
ハ
ガ
キ
要
請
行
動
は
）

10
年
連
続
で
目
標
を
達
成
し

全
都
の
模
範
と
な
っ
て
国
保

組
合
へ
の
補
助
金
獲
得
の
運

動
を
大
き
く
前
進
さ
せ
た
」

と
表
彰
。
全
都
に
と
ど
ま
ら

ず
、全
国
の
仲
間
を
刺
激
し
、

毎
年
補
助
金
は
「
現
行
水
準

を
確
保
」
し
て
い
ま
す
。
そ

れ
な
の
に
、
保
険
料
が
引
き

上
が
る
の
は
な
ぜ
か
。

毎
年
6
〜
7
月
は
各
分
会
・
群
で
建
設
国
保
へ

の
補
助
金
確
保
に
向
け
、
厚
生
労
働
省
宛
て
の
ハ

ガ
キ
要
請
行
動
に
取
り
組
み
ま
す
。
最
終
集
約
は

7
月
21
日
（
火
）
。
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

そ
の
要
因
は
国
が
社
会
保

障
制
度
を
改
悪
し
続
け
、
医

療
や
年
金
、
介
護
な
ど
の
責

任
を
果
た
し
て
い
な
い
か

ら
。
国
民
に
押
し
付
け
て
い

ま
す
。

今
年
度
新
設
さ
れ
た
「
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
金
」は
そ

の
典
型
。
18
歳
以
上
の
組
合

員
・
家
族
は
毎
月
の
保
険
料

に
一
人
あ
た
り
5
0
0
円
が

上
乗
せ
さ
れ
ま
す
が
、
そ
れ

は
自
分
の
た
め
で
は
な
く
、

少
子
化
対
策
の
財
源
に
回
さ

れ
ま
す
。
ま
た
5
月
に
医
療

保
険
制
度
改
正
法
が
成
立
。

Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
（
医
師
の
処

方
箋
が
な
く
て
も
、
薬
局
や

ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
で
買
え
る

湿
布
薬
や
胃
腸
薬
な
ど
の
約

1
1
0
0
品
目
）
を
使
う
患

者
へ
の
追
加
負
担
な
ど
が
盛

り
込
ま
れ
、
公
助
よ
り
自
助

に
重
き
を
置
い
て
い
ま
す
。

ハ
ガ
キ
要
請
は
「
社
会
保

障
制
度
の
拡
充
」
も
目
指
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
東
京
土

建
は
こ
れ
ま
で
土
建
国
保
未

加
入
の
仲
間
（
協
会
け
ん
ぽ

や
市
区
町
村
国
保
な
ど
に
加

入
中
の
東
京
土
建
組
合
員
や

家
族
）
に
も
行
動
へ
の
協
力

を
求
め
て
き
ま
し
た
。
今
月

の
群
会
議
で
ハ
ガ
キ
を
配
布

し
ま
す
。
ぜ
ひ
厚
労
省
の
担

当
者
に
あ
な
た
の
思
い
を
伝

え
て
く
だ
さ
い
。

※
注
意

今
年
か
ら
ハ
ガ
キ

に
け
い
線
を
引
い
て
い
ま
せ

ん
。
「
記
載
例
」
を
参
考
に

書
い
て
く
だ
さ
い
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ａ

ｌ

Ｃ
ｈ
ａ
ｎ
ｇ
ｅ

Ａ
ｇ

ｅ
ｎ
ｃ
ｙ
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
・

チ
ェ
ン
ジ
・
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ

ー
）
代
表
理
事
・
横
山
北
斗

さ
ん
の
著
書
『
15
歳
か
ら
の

社
会
保
障
』（
日
本
評
論
社
）

に
こ
ん
な
こ
と
が
書
か
れ
て

い
ま
し
た
。

「
家
族
の
こ
と
、
学
校
の

こ
と
、
お
金
の
こ
と
、
仕
事

の
こ
と
、
住
ま
い
の
こ
と
、

付
き
合
っ
て
い
る
パ
ー
ト
ナ

ー
と
の
こ
と
、体
調
の
こ
と
、

妊
娠
や
出
産
の
こ
と
、
子
育

て
や
介
護
、
障
害
に
関
す
る

こ
と
な
ど
、
人
は
誰
し
も
、

生
活
す
る
中
で
困
り
ご
と
を

抱
え
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
そ
ん
な
と
き
に
思
い
出

し
て
ほ
し
い
の
が
社
会
保
障

制
度
で
す
」

こ
の
制
度
を
支
え
る
の
が

生
存
権
を
掲
げ
た
憲
法
第
25

条
。
施
行
後
間
も
な
い
1
9

5
0
年
、
国
の
社
会
保
障
制

度
審
議
会
は
「
国
家
に
は
生

活
保
障
の
義
務
が
あ
る
」
と

し
た
上
で
、
こ
う
勧
告
し
て

い
ま
す
。

「
社
会
保
障
の
中
心
は
、

自
ら
そ
れ
に
必
要
な
経
費
を

負
担
す
る
社
会
保
険
制
度
と

し
つ
つ
、
保
険
制
度
の
み
で

は
救
済
し
得
な
い
困
窮
者
に

対
し
て
は
、
国
家
が
直
接
扶

助
し
、
そ
の
最
低
限
度
の
生

活
を
保
障
し
な
け
れ
ば
な
ら

さ
ら

な
い
。
更
に
す
す
ん
で
、
国

民
の
健
康
の
保
持
増
進
の
た

め
の
公
衆
衛
生
、
国
民
生
活

の
破
綻
を
防
衛
す
る
た
め
の

社
会
福
祉
行
政
の
拡
充
を
同

時
に
推
進
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」

76
年
前
に
描
い
た
青
写
真

は
机
上
の
空
論
だ
っ
た
の

か
。
い
や
…
。
不
平
や
不
満

が
あ
れ
ば
声
を
上
げ
ま
し
ょ

う
。
な
ぜ
な
ら
「
社
会
保
障

制
度
を
利
用
す
る
こ
と
は
、

わ
た
し
た
ち
に
と
っ
て
の
権

利
」
（
前
掲
書
）
だ
か
ら
。

私
た
ち
は
署
名
や
ハ
ガ
キ

で
国
な
ど
に
思
い
を
伝
え
て

い
ま
す
が
、
そ
の
よ
り
ど
こ

ろ
は
憲
法
第
16
条
。「
国
民
主

権
が
確
立
し
、
国
民
の
参
政

権
が
十
分
に
保
障
さ
れ
た
現

代
社
会
に
お
い
て
は
、
も
は

や
大
き
な
意
義
は
有
し
な
い

と
考
え
ら
れ
て
い
る
」（
長
谷

部
恭
男『
憲
法
第
2
版
』新
世

社
）
と
は
言
う
も
の
の
、
国

政
選
挙
の「
1
票
の
格
差
」が

一
向
に
是
正
さ
れ
ず
、
ま
た

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
世
論
操
作
も

深
刻
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

「
平
穏
に
請
願
す
る
権
利

を
有
し
」
そ
し
て
「
請
願
を

し
た
た
め
に
い
か
な
る
差
別

待
遇
も
受
け
な
い
」
は
私
た

と
り
で

ち
の
取
り
組
み
の
�
砦
�
で

す
。
先
人
の
先
見
の
明
に
驚

く
ば
か
り
。

6
月
は
共
済
推
進
月
間
で

す
。
東
京
土
建
の
火
災
・
地

震
共
済
は
制
度
創
設
以
来
、

「
安
い
掛
け
金
で
充
実
し
た

保
障
」
を
掲
げ
仲
間
の
暮
ら

し
に
寄
り
添
っ
て
き
ま
し

た
。
未
加
入
者
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
民
間
の
損
害
保
険

に
加
入
し
て
い
る
仲
間
に
は

東
京
土
建
の
共
済
の
優
位
性

を
訴
え
て
、
切
り
替
え
を
勧

め
ま
し
ょ
う
。

ま
た
自
転
車
保
険
も
メ
リ

ッ
ト
が
大
き
い
で
す
。
自
転

車
事
故
に
と
ど
ま
ら
ず
、
個

人
賠
償
責
任
の
補
償
も
充

実
。
例
え
ば
賃
貸
住
宅
で
水

漏
れ
を
起
こ
し
、
階
下
居
住

者
に
損
害
を
与
え
た
場
合
は

補
償
対
象
に
。
掛
け
金
は
年

間
で
個
人
型
2
5
0
0
円
、

家
族
型
4
5
0
0
円
で
す
。

各
種
共
済
制
度
の
詳
細
は

練
馬
支
部
事
務
所
に
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

一
方
で
、
毎
年
こ
の
時
期

に
市
区
町
村
国
保
の
保
険
料

が
改
定
さ
れ
、
加
入
者
に
は

そ
の
通
知
が
届
き
ま
す
。
こ

れ
を
機
に
土
建
国
保
へ
の
切

り
替
え
を
検
討
す
る
人
も
。

迷
っ
て
い
た
ら
「
ぜ
ひ
東
京

土
建
へ
」
と
声
を
掛
け
ま
し

ょ
う
。

6
月
も
組
織
強
化
・
拡
大

の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
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８０
年
た
っ
て
も
色
あ
せ
ぬ

補
助
金
と
社
会
保
障
制
度
の
拡
充
目
指
し

1
9
4
6
・
11
・
3
日
本
国
憲
法
公
布
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憲法第２５条
すべて国民は、健康で文化的な最

低限度の生活を営む権利を有する。
②国は、すべての生活部面につい

て、社会福祉、社会保障及び公衆衛
生の向上及び増進に努めなければな
らない。

憲法第１６条
何人も、損害の救済、公務員の罷

免、法律、命令又は規則の制定、廃
止又は改正その他の事項に関し、平
穏に請願する権利を有し、何人も、
かかる請願をしたためにいかなる差
別待遇も受けない。

組合の原点
みんなで助け合い
組合の原点
�みんなで助け合い�

組合員本人㊧と家族の記載例

土建国保未加入の仲間向けの例文
私は○○○（具体的な建設業の職種を書いてく

ださい）として働いています。国民皆保険制度を
守るため、私たちの組合が運営する建設国保への
補助金を確保してください。

未
加
入
者
獲
得
の
チ
ャ
ン
ス

未
加
入
者
獲
得
の
チ
ャ
ン
ス

6月は共済推進月間
市区町村国保料改定
6月は共済推進月間
市区町村国保料改定
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「
子
ど
も
た
ち
の
未
来
に

戦
場
は
い
ら
な
い
」「
見
て
、

知
っ
て
、
感
じ
て
。
わ
た
し

た
ち
の
憲
法
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
掲
げ
、
組
合
員
・
家
族

に
と
ど
ま
ら
ず
、
地
域
住
民

に
も
来
場
を
呼
び
掛
け
ま

す
。
支
部
合
唱
団
「
コ
ス
モ

ス
」
の
音
楽
劇
「
コ
ス
タ
リ

カ
か
ら
の
転
校
生
」
や
女
性

の
会
の
舞
台
、
こ
ぶ
し
の
会

（
支
部
シ
ニ
ア
友
の
会
）
に

よ
る
す
い
と
ん
体
験
の
ほ

か
、
元
朝
日
新
聞
記
者
で
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
伊
藤
千
尋

さ
ん
の
講
演
な
ど
を
予
定
。

昨
夏
に
続
き
、
新
加
入
や

未
加
入
の
仲
間
・
家
族
ら
に

東
京
土
建
を
知
っ
て
も
ら
お

う
と
企
画
し
ま
し
た
。
焼
き

そ
ば
や
か
き
氷
、
綿
あ
め
の

提
供
、
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
、
工

作
教
室
も
。

・
横
尾
午
良
さ
ん
（
旭
町

光
が
丘
分
会
）
…
久
し
ぶ

り
に
投
稿
し
ま
す
。
『
け

ん
せ
つ
北
部
』
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。
役
職
の

皆
様
も
世
代
交
代
が
進
ん

で
い
る
事
を
感
じ
て
い
ま

す
。頼
り
に
し
て
い
ま
す
。

頑
張
っ
て
下
さ
い
。

・
天
野
邦
子
さ
ん
（
早
宮

分
会
）
…
戦
争
が
な
く
な

る
と
良
い
で
す
ね
。

・
河
野
重
春
さ
ん
（
北
練

馬
分
会
）
…
い
つ
も
夫
婦

で
読
ん
で
い
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

・
堀
口
千
津
恵
さ
ん
（
春

日
分
会
）
…
脳
の
活
性
化

の
為
に
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
ク

イ
ズ
を
毎
回
楽
し
く
解
い

て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
各
社
に
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

・
外
構
工
事
作
業
員
（
若

干
名
）
※
急
募
、
50
歳
代

ま
で
、
経
験
不
問

山
弘
興
業
（
大
泉
東
分

会
）
練
馬
区
大
泉
町
2
―

47
―
4

☎
0
9
0
―
3

2
2
6
―
8
1
0
1

・
清
掃
作
業
員
（
1
人
）

※
長
期
雇
用

株
式
会
社
Ｙ
Ｂ
Ｋ
（
北

練
馬
分
会
）
練
馬
区
豊
玉

北
4
―
11
―
7

☎
0
3

―
6
2
8
1
―
0
9
9
6
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憲
法
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
６

スナップの部三席 小田川 麻央さん（学園分会）

2025年9月に光が丘公園陸上競技場で行
われた練馬支部運動会「どけんピック」の
分会対抗大なわとびを活写。

2025年9月に光が丘公園陸上競技場で行
われた練馬支部運動会「どけんピック」の
分会対抗大なわとびを活写。

第42回仲間の
作品コンクール

（どけん共済会主催）

「つながる心、つながるジャンプ」

【時間】午前
10時30分
～午後3時

【時間】午前
10時30分
～午後3時
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招
待
状

招
待
状
い
ず
れ
も
参
加
無
料

傷病見舞金や慶弔金などの組合総合共済は仲間が病気やけがで働けな
くなった時の生活の助け合い、またそれぞれの喜びや悲しみを分かち合
うための制度。民間保険とは異なります。各種申請の窓口は「組合の基
礎組織」（東京土建一般労働組合規約第12条）の所属する群。改めて確
認しておきましょう。ただ、「病状を知られたくない」などと事情を抱
えたケースも。これは例外として、群や分会を経ずに支部事務所で受け
付けますが、申請者には群提出の意義をしっかり伝えます。

斡旋購入価格の引き上げに伴い、7月から「1枚1500円」で販売。ご
理解、ご協力をお願いします。

■組合総合共済の申請は所属する群でお願いします

ど
け
ん
ワ
イ
ワ
イ
ね
り
ま
の
夏
Ⅱ

共済インフォメーション

■ユナイテッド・シネマのチケット価格変更
…「1枚1500円」に

【時間】
午後4時
～6時

【時間】
午後4時
～6時

書
記
局
員
の

退
職岡

田
裕
司


